
RDA（Research Data Alliance）について

• 研究データの共有を加速し、技術・プラクティス等を実現していくコ
ンソーシアム。

– 2013年3月正式発足。

– 米、欧、豪が少額ながら資金を出しているらしい。

– G8・GSO (Group of Senior Officials)下のデータWG議論が契機とのこと

– 研究のオープン・データと、オープン・ガバメントは枠組みが異なると
の理解（ECのWG担当者による）。

• 組織モデル：IETF (Internet Engineering Task Force)の手法を、科学
データに適用。

– 実質的な国際標準・国際相互結合体制の形成を目指す。

– 研究者・技術者によるボラティア・合意ベースでの最善の解決策を
作っていく。

– ICSU、CODATA、WDS、社会科学分野などとも協力。
国際的な人材基盤・ノウハウ基盤を他組織と共有。
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データをめぐる動向

(林雅之、オープンデータ概論 ver.2、2013、
http://www.slideshare.net/mhayasi/20130805?ref=http://blogs.itmedia.co.j
p/business20/2013/08/slideshare192-8e85.html)

Open (Research) Data



[Mark Parsons/RDA-US, 2013]

•しかし、日本4名、中国・台湾各4～5名

•オンライン登録者>800名

•他国際活動との整合性に不安の声も?

理事会

技術 運営面 関係する機関

RDAをリソース面で
サポート

コミュニティ

RDAの組織構成、ガバナンス



WG検討中

ミッション
遂行
（18か月）

テーマ提案・検討中

[Mark Parsons/RDA-US,
2013]



RDA 2nd Plenary全体の印象
• おもな参加者層：

– 各分野でデータを使う専門研究者（自然科学・医学・社会科学等）

– ＩＴ研究者、計算機科学

–図書館やデータサービス機関の専門家（「ライブラリ・サイエンス」が重要）

• ＩＴ研究・計算機科学者が（役職者に）目立つ印象。

• 会議資金：米NSF・NIST等＋マイクロソフトリサーチ（トニー・ヘイ氏も出席）。

• RDA役職者・関係者からの聞き取り

– EC組織内：オープン・ガバメントとオープンデータ
（研究データのオープン化）は異なる
オープンガバメントとは別にＲＤＡが必要。

– IT技術投資でない議論（データ形式、法・ルール・
標準など）
⇒ 研究データがオープン市場で活用される
参考資料： 次ページのポスター講演（マイクロソフト＋バス

大学）



国立国会図書館主催
国際シンポジウム「ビッグデータ時代の図書館の挑戦―研究
データの保存と共有」

日時：2014年2月5日 13:30～ 17:00

場所：国会図書館東京本館

http://www.ndl.go.jp/jp/event/events/20140205sympo.html


